
平成１９年 ８月 ６日 

質     疑 回 答     書  

 １ 工事番号 西下第２２号 

 ２ 工事名  寺地排水区寺地雨水バイパス管下水道工事 

 

上記工事につきまして質疑事項がありましたので、下記のとおり回答いたします。 

質 疑 事 項 回    答 

１ Ｎｏ２．分水人孔内 コンクリート用耐

摩耗板(図面番号24/39） ｔ＝２０㎜の材

料仕様について 

・NO2.分水人孔内に設置する、コンクリー

ト用耐摩耗材（ｔ＝２０㎜）の材料仕様に

ついて御指示願います。 

 

２ Ｎｏ２．分水人孔内 スクリーン(図面

番号27/39)について 

・NO2.分水人孔内に設置する、スクリーン

設計図面（図面番号27/39)の施工数量が工

事数量総括表に計上されておりません。当

該工事の施工対象外でしょうか指示願いま

す。 

  また当該工事の施工対象範囲でありまし

たら、スクリーン材の仕様(材質）につい

ても御指示願います。 

 

３ Ｎｏ２．分水人孔内 鋼蓋 縞鋼板 ｔ

＝4.5(図面番号28/39)について 

・NO2.分水人孔内に設置する、鋼板 縞鋼

板 設計図面（図面番号2８/39)の施工数

 

 

 

５ｍの落差に対応した合成ゴム製の材料で

積算しています。 

 

 

 

  

現在、水路管理者との協議はおおむね完了

しておりますが、詳細な仕様等が確定してい

ないため当該工事の施工対象外としていま

す。協議が完了し、仕様等が確定した時点で

別途付帯工事を発注する予定です。 

 

 

 

 

 

 

現在、水路管理者及び道路管理者との協議

はおおむね完了しておりますが、詳細な仕様



量が工事数量総括表に計上されておりませ

ん。当該工事の施工対象外でしょうか指示

願います。 

 また当該工事の施工対象範囲でありました

ら、縞鋼板材の表面処理方法(亜鉛メッキ

等）についても御指示願います。 

 

４ 泥水処分場について 

・設計で想定しております、汚泥処分場

(ベントナイト泥）を御指示願います。 

 特記仕様書 建設副産物特記仕様書に記載

されておりませんので御指示願います。 

 

５ 近接する済生会新潟第二病院による施工

規制について 

 ・済生会新潟第二病院の施工に対する、作

業時間帯の規制を受ける事が想定されます

が、病院との協議はお済みでしょうか。 

 

６ 発進基地の用地について 

 ・両発進立坑の発進基地用地（プラント用

地）は何処を想定されておりますか、また

借用地協議はお済みでしょうか。 

 また両発進立坑横の空地（国土交通省）の

借地は可能でしょうか御指示願います。 

 

７ 国土交通省（空地）の借用について 

 両発進立坑横の空地（国土交通省）を発進

用地（プラント用地）として使用するため

借地は可能でしょうか？また借地協議はお

等が確定していないため当該工事の施工対象

外としています。協議が完了し、確定した時

点で別途付帯工事を発注する予定です。 

 

 

 

 

 

 新潟特殊企業（新潟市江南区丸潟新田726-

1）で積算しています。 

 

 

 

 

 

 済生会第二病院とは水路を隔てて離れてい

るため事前の協議はしていません。 

 

 

 

 別添図面のとおり、市道西7-31号線及び国

土交通省用地を作業ヤードとして想定してお

り、各管理者とは事前協議が済んでいます。

 

 

 

国土交通省所有地は管理者と事前協議が済

んでいて、作業時に使用できることとなって

います。 

 



済みでしょうか御指示願います。 

（質疑番号６に類する質問です） 

 

８ 泥水式推進は昼間の1方施工と考えてよ

いのでしょうか。 

 

９ 施工時間については、昼間施工と考えて

宜しいのでしょうか? 

又、時間規制があれば、教えて頂きたい。

 

１０ 推進工事での泥水ﾌﾟﾗﾝﾄ他の防音設備

は無しと考えて宜しいでしょうか? 

 

１１  済生会新潟第二病院が近接してます

が、作業上、拘束される条件をお教えくだ

さい。 

 

１２ 両発進立坑、到達立坑、各人孔、地盤

改良施工時の道路占用は、どのように考え

れば宜しいでしょうか? 

 

１３ 両発進基地の用地交渉はどの程度まで

完了していますか?  

又、用地の費用は無料と考えて宜しいでし

ょうか? 

 

１４ No1立坑部の発進基地は、何処までを

基地として使用出来るのか御教示願いま

す。 

 

 

 

 

昼間施工で考えています。 

 

 

昼間施工で考えています。 

特に時間規制はありません。 

 

 

無しで考えています。 

 

 

特にありません。 

 

 

 

No.1両発進立坑での作業は通行止めで、

No.2到達立坑での作業は車線減少で考えてい

ます。 

 

 両発進基地の作業ヤードは市道または国土

交通省用地であり、各管理者とは事前協議が

済んでいて作業時に使用できることとなって

います。（無料） 

 

別添図面を参考にしてください。 

 

 

 



１５ No1立坑から No0ケーソン部への推進

時、元押し推力がかなり増大すると推定さ

れます。背面地耐力強化の為の防護注入工

が必要なのでないでしょうか。御教示願い

ます。 

 

１６ 今回発注の推進工事は、昼間作業のみ

で長距離推進かつ曲線も有ります。元押推

力は必然的に高くなります。多量の滑材注

入だけでは万一の事態を考えると不安が有

ります。中押管・中押装置は必要ではない

のでしょうか。御教示願います。 

 

１７ No1、No2立坑に砂質層であると推定さ

れますが、圧入だけでは鋼矢板の打込みは

無理であります。ウォータージェット併用

の場合は協議の対象となるのでしょうか。

御教示願います。 

 

１８ 推進工二次処理設備にPH中和装置や中

和剤が有りませんが、アルカリ性のまま側

溝に流して良いのでしょうか。裏込注入工

時、日々の2インチ管の管内水洗い期間が

短い為に無視するという考え方でしょう

か。御教示願います。 

 

１９．既設のケーソンは雨水用ですか、それ

とも汚水用ですか。有毒ガスの有無もあわ

せてご教示願います。 

 

 検討した結果、必要な反力が得られるた

め、防護注入工は必要ありません。 

 

 

 

 

 元押のみで推進可能な工法を採用してい

るため、中押管・中押装置は必要ありませ

ん。 

 

 

 

 

 実施設計時の土質調査の結果では必要あ

りません。 

 土質条件等が変わった場合は協議の対象

とします。 

 

  

物質収支計算の結果、PH中和装置は必要

ないので計上していません。 

 日々の洗浄については、率計上されてい

る共通仮設費の準備費に含まれていると考

えています。 

 

 

雨水用です。有毒ガスはないものと想定

しています。  

 

 



２０．推進管の仕様は、1種ですか、2種です

か。また、強度は50N/mm2か70N/mm2のどち

らですか、ご教示願います。 

 

２１．推進工事は２路線それぞれ、昼夜どち

らの施工と考えればよろしいですか。 

 

２２．両発進立坑部は通行止め可能と考えて

よろしいでしょうか、また、期間および開

始可能時期をご教示願います。 

 

２３．両発進立坑の脇に国交省の空地があり

ますが、使用可能な場所と面積をご教示願

います。 

 

２４．路面覆工を設置する到達立坑は片側交

互通行で施工できるという考えでよろしい

ですか、ご教示願います。 

 

２５．ケーソン内部の流水等の状況等によ

り、到達立坑内に使用可能時期等の制限は

ありますか、ご教示願います。 

 

２６．建設副産物特記仕様書に、コンクリー

ト殻搬出地はL＝9.5kmとありますが、施工

内訳書の施工 第0-0031内訳表には7.0km

以下とあります。どちらで考えればよろし

いですか、ご教示願います。 

 

 

１種・50N/mm2です。  

 

 

 

それぞれ昼間の施工です。  

 

 

市道西 7-31号線は通行止めでの施工を想

定しています。期間及び開始可能時期は、

請負後管理者との協議になります。  

 

すべて使用可能です。  

 

 

 

現在３車線あるうちの１車線を作業ヤー

ドに使用し、２車線を対面通行で確保して

の施工を考えています。  

 

梅雨時期等の大雨が予想される時期を避

けての施工を考えていますので制限はあり

ません。  

 

7.0kmで積算してください。  

 

 

 

 

 

 



２７．内訳書の施工 第0-0036内訳表に発進

受台工の鋼材重量と設置撤去費が記載され

ていません、どのように考えればよろしい

ですか、ご教示願います。 

 

２８．人孔内のステップの仕様をご教授願い

ます。 

 

２９．No.1両発進立坑の4段目切梁の設置期

間はNo.1立坑掘削完了までと考えればよろ

しいでしょうか、ご教示願います。 

 

３０．施工 第0-0136号内訳書の別紙計算書

よりとありますが、手元の資料にないよう

なので、ご提示願います。 

 

３１．数量計算書の最終ページに家屋調査及

び沈下棒数量表に準備打ち合わせ1式、工

作物調査面積 150m2未 満２件とあります

が、本工事費内訳表にこの項目がありませ

ん。計上の有無について御教示願います。

 

３２．数量計算書には家屋調査150m2未満2件

と記載されていますが、これを事業損失防

止施設費として計上するのでしょうか。 

 

３３．ケーソン頂版設置撤去工の図面、規

格、数量等を御教示願います。 

 

 

Φ 2,200mm泥水式推進工法の標準的な重

量で積算しています。（5.61t）  

 

 

 

幅400mmでポリプロピレン防錆皮膜仕様

です。  

 

No.1立坑掘削完了までです。  

 

 

 

単抜きの数量で積算してください。  

 

 

 

設計段階では不要と考えており計上して

いません。  

 

 

 

 

設計段階では不要と考えており計上して

いません。  

 

 

構造・数量等は別添図面をご参照くださ

い。工種に含まれる作業は、FRP蓋・鉄骨

の撤去・再取付と養生工です。  

 



３４．施工区分は推進工、立坑工、特殊人孔

工、付帯工、仮設工等全て昼間施工と考え

てよろしいでしょうか。  

 

３５．図番5/39 工種明細表頁6 

  推進管は中押し管の計上がされておりま

せんが、元押しのみで施工可能と考えてよ

ろしいでしょうか。 

 

３６．図番1/39 図番4/39 図番38/39  

工種明細表頁49 

 ・NO.0既設ｺﾝｸﾘｰﾄｹｰｿﾝ到達立坑からの推進

機回収時の作業用地は無償借用と考えてよ

ろしいでしょうか。またNO.1両発進立坑付

近の道路及び空地（国土交通省）の使用は

工事用地として利用可能でしょうか。可能

な場合の借地料等はどのようにお考えでし

ょうか。尚、仮囲い箇所はこの箇所でよろ

しいでしょうか。 

 

３７．位置図 

・NO.1両発進立坑付近は住宅、病院があり

ますが、防音設備（防音ﾊｳｽ）振動抑制設

備（ｴｱｰﾀﾞﾝﾊﾟｰ)等はどのようにお考えです

か。 

 

３８．図番4/39 

・NO.2分水人孔立坑箇所施工時の広域農道

１号線の道路規制はどのように考えてよろ

しいでしょうか。また立坑施工時の水路の

昼間施工と考えてください。  

 

 

 

 

元押しのみの施工です。  

 

 

 

 

 

No.0既設コンクリートケーソン到達立坑

は市のポンプ場用地であり無償です。  

No.1両発進立坑付近の道路（西 7-31号

線）及び国土交通省用地は無償で利用可能

です。  

仮囲いは別添図面を参考にしてくださ

い。  

 

 

 

防音ハウス・振動抑制設備等は考えてい

ません。  

 

 

 

 

現在３車線あるうちの１車線を作業ヤー

ドに使用し、２車線を対面通行で確保して

の施工を考えています。  



取り扱い（施工時の流量調整、切り回し

等）はどのようにお考えでしょうか。 

 

３９．工種明細表頁25 工種明細表頁28  

立坑工数量計算書 

・NO.1立坑は残土処理工が計上されており

ませんが、数量計算書では218.1m3とあり

ますがどのようにお考えですか。また埋戻

工Bは良質土、改良土のどちらでお考えで

しょうか。 

 

４０．図番10/39 

・既設護岸軽量鋼矢板引抜区間L=8.991と

明示されておりますが、設計書での計上が

ございません。どのようにお考えでしょう

か。 

 

 

４１．図番9/39 

・立坑築造に伴い既設の歩道部の転落防止

柵の撤去・復旧はどのようにお考えでしょ

うか。設計書にも記載されておりません。

撤去、復旧（購入品使用）でよろしいでし

ょうか。 

 

４２．その他 

・薬液注入（止水部）の各立坑毎の数量を

御教授願います。またNO.2立坑部地盤改良

(JSG、薬注）時のプラントは定置式と考え

てよろしいでしょうか。 

通常時の水路の水位は10cm程度なので、

矢板打設等の作業は砂袋等での防護で可能

と考えています。  

 

 

立坑土工のダンプトラック運搬で市指定

の残土置場までの運搬費を計上しているた

め、残土処理工は必要ありません。  

埋め戻し土は良質土（転用土）を考えて

います。  

 

 

 現在、水路管理者との協議はおおむね完了

しておりますが、引抜範囲等詳細な事項が確

定していないため当該工事の施工対象外とし

ています。協議が完了し、引抜範囲が確定し

た時点で別途付帯工事を発注する予定です。

 

 

現在、道路管理者との協議はおおむね完了

しておりますが、範囲・仕様等詳細な事項が

確定していないため当該工事の施工対象外と

しています。協議が完了し、詳細事項が確定

した時点で別途付帯工事を発注する予定で

す。 

 

数量計算書及び施工第0-137号内訳表・施

工第 0-0142号内訳表・施工第 0-143号内訳

表・施工第0-144号内訳表をご覧ください。

プラントは定置式を考えています。  



４３．図番14/39 工種明細表頁35 

・ NO.0到達立坑箇所の頂版（FRP蓋）の撤

去・設置については、現況頂版の撤去・再

設置と考えてよろしいでしょうか。また土

工等発生するのでしょうか。 

 

４４．工種明細表頁14,15 

・推進一次処理土の運搬、二次処理土の運

搬・処分の計上がされてないようですが、

どのようにお考えでしょうか。 

 

４５．設計上の積算に用いた積算基準をご教

示下さい。 

 

４６．設計積算上の推進工法は、ｱﾙﾃｨﾐｯﾄ泥

水式推進工法でしょうか。 

 

４７．推進工における、No1→No０、No1→No

２の設計上の平均日進量をご教示下さい。

 

４８．施工内訳表第62号 

・汚泥の処分先及び処分費をご教示下さ

い。 

 

４９．図面番号１３／３９（NO.0既設ケーソ

ン到達立坑仮設図） 

・流入管は供用されているのでしょうか。

供用されているとすれば、到達用架台の設

置・撤去時に流入水を一時止めることは可

能でしょうか。 

 

撤去・再設置で考えてください。構造・

数量については別添図面を参照にしてくだ

さい。なお、土工事は発生しません。  

 

 

 

頁0-0007に計上してあります。  

 

 

 

新潟県土木部の積算基準および、各工法

の積算資料を使用しています。  

 

元押のみで施工可能な泥水式推進工法の

中で最も経済的な工法を選定して積算して

います。  

元押のみで施工可能な泥水式推進工法の

中で最も経済的な工法を選定し、日進量を

算定しています。  

 

処分先は新潟特殊企業（新潟市江南区丸潟

新田726-1）を考えています。処分費は見積

り価格を採用しています  

 

 

供用されていますが、大雨時にしか水が流

入しないので止めずに作業ができるものと考

えています。  

 



５０．図面番号２７／３９（NO.2分水人孔構

造図 その４） 

 ・設計書にスクリーンの計上がありませ

ん。今回の工事に含まれますか。含まれる

のであれば、その材質をご提示ください。

 

 

５１．図面番号２８／３９（NO.2分水人孔構

造図 その５） 

 ・設計書に鋼蓋の計上がありません。今回

の工事に含まれますか。 

 

 

 

 

５２．図面番号３１／３９（NO.2分水人孔構

造図 その８） 

 ・コンクリート磨耗板の規格・材質をご提

示ください。 

 

５３．図面番号３８／３９（NO.1両発進立坑

舗装復旧図） 

 ・渡辺豊作氏と成沢七衛氏の間の市道は、

全面通行止めと考えてよろしいでしょう

か。全面通行止めの場合、迂回路の設置は

不要と考えてよろしいでしょうか。 

 

５４．工事中の排水について、放流先はどの

ようにお考えですか。 

 

 

 

現在、水路管理者との協議はおおむね完了

しておりますが、詳細な仕様等が確定してい

ないため当該工事には含んでいません。協議

が完了し、仕様等が確定した時点で別途付帯

工事を発注する予定です。 

 

 

現在、水路管理者及び道路管理者との協議

はおおむね完了しておりますが、詳細な仕様

等が確定していないため当該工事の施工対象

には含んでいません。協議が完了し、仕様等

が確定した時点で別途付帯工事を発注する予

定です。 

 

 

５ｍの落差に対応した合成ゴム製の材料で

積算しています。  

 

 

 

全面通行止めで考えています。  

周辺の道路を迂回させて交通処理が可能

だと考えています。  

 

 

周辺の側溝または排水路を考えています。

詳細は施工時に監督員と協議してくださ

い。  



５５．設計書 第１号内訳書（頁0-0007） 

  ・ 発生土処理において、積込み機械はど

のようにお考えですか。 

 

５６．推進工は昼間作業でしょうか。 

 

５７．立坑工、鋼矢板（埋設）は中古品です

か、それとも新品ですか。 

 

５８．立坑の鋼矢板割付図面と設計書に違い

があります。（図面はコーナー矢板がワイ

ドではない）設計書で見積もればよいでし

ょうか。 

 

５９．推進工の日進量は何ｍ/日を想定して

いるかご指示願います。 

 

６０．ケーソン頂版設置撤去工でFRP蓋の設

置・撤去歩掛りをご指示願います。 

 

６１．鋼矢板止水工は工場施工を計上してい

るか、現場施工を計上しているか、ご指示

願います。 

 

６２．立杭工の切梁・腹起しの供用日数をご

指示願います。 

 

 

 

 

 

土砂ホッパでの積み込みを考えています。

 

 

昼間作業です。  

 

中古品を考えています。  

 

 

単抜き設計書で見積もりしてください。  

 

 

 

 

元押のみで施工可能な泥水式推進工法の

中で最も経済的な工法を選定して日進量を

算定しています。  

見積りで計上しています。構造・数量につ

いては別添図面をご参照ください。  

 

工場施工の単価を計上しています。  

 

 

 

No.1、No.2立坑とも基礎コンクリート打

設開始から人孔築造工完了までを存置期間と

して供用日数を算定しています。なお、No.1

立坑の4段目切梁は基礎コンクリート打設か

ら基礎コンクリート養生完了までを存置期間

として供用日数を算定しています。  



６３．立杭工の覆工板の供用月数をご指示願

います。 

 

６４．立杭土工でクラムシェルで掘削した土

砂の運搬距離をご指示願います。 

 

６５．仮設工の仮囲い工の供用日数をご指示

願います。 

 

６６．工事期間中に休日以外で施工不能期間

があればご指示願います。 

 

６７．№2立工の底盤地盤改良は、JSGΦ1600

で積算されているのでしょうか。 

 

６ ８ ． № 1 特 殊 人 孔 構 造 図 の 手 摺 規 格

「SUS504」は、「SUS304」の間違えでしょ

うか。 

 

６９．発進立坑の推進設備用地は、図面38／

39の国土交通省用地を含む三角形の位置と

考えてよろしいですか。その場合、借地料

の計上は必要ですか。また、上記作業用地

の場合、基地中央の道路は通行止め可能と

考えてよろしいでしょうか。 

 

７０．病院に近接しておりますが、作業時間

等、制限はありますか。また、騒音・振動

対策として防音ハウスの設置を考慮する必

要はないでしょうか。 

掘削・支保設置開始から埋戻完了までを存

置期間として供用日数を算定しています。  

 

現場から新潟市親松仮置場までの2.5kmを

計上しています。  

 

推進準備工開始から受台撤去完了までを供

用日数としています。  

 

特にありません。  

 

 

Φ1800です。  

 

 

SUS304です。  

 

 

 

三角形の位置と考えてください。（別添

図面参照）  

借地料は不要です。  

基地中央の市道西 7-31号線は通行止め可

能です。  

 

 

作業時間の制限はありません。  

昼間の作業であるため防音ハウスは不要

です。  

 



７１．立坑築造時の埋戻用仮置土が４６０m3

ありますが、仮置場は新潟市「親松仮置

場」でよろしいですか。また、搬入・搬出

時の掻揚げ機及び積込機の計上は必要です

か。 

 

７２．設計書内で推進工事の「日当たりの作

業時間」をご指示下さい。また、他工種に

おいて、当初設計で夜間施工を考えられて

いますか。 

 

７３．図面 9／ 39・ 10／ 39の平面図におい

て、鋼矢板打設時に病院への水道引込管が

支障となりますが、水道管の移設は別途工

事と考えてよろしいでしょうか。 

 

７４．病院前市道内のNO.2立坑築造時は、片

側交互通行の昼間作業と考えてよろしいで

しょうか。 

 

７５．補助地盤改良工の薬液注入で水質観測

井戸の設置撤去の数量明示がありません。

設置箇所数をご指示下さい。 

 

７６．月平均の「作業稼動日数」を明示くだ

さい。 

 

７７．支圧壁背面の地盤改良が未計上です

が、計算上必要となった場合は変更の対象

と考えてよろしいでしょうか。 

仮置場は親松仮置場を考えています。  

積込機は現場に常駐していますので、計

上の必要はありません。  

 

 

 

元押のみで施工可能な泥水式推進工法の

中で最も経済的な工法を選定し、日進量を

算定しています。また、夜間施工は考えて

いません。 

 

別途工事で考えています。  

 

 

 

 

現在３車線あるうちの１車線を作業ヤー

ドに使用し、２車線を対面通行で確保した

昼間の施工で考えています。  

 

計上しておりません。  

 

 

 

土日祝日を休日と考えており、休日以外の

不稼働日はありません。  

 

計算上不要です。  

 

 



７８．設計図に明示されていて、設計書に上

げられていない工種・数量については、変

更の対象と考えてよろしいでしょうか。 

 

７９．推進工事において中押し装置が計上さ

れていませんが、必要となった場合は変更

の対象と考えてよろしいでしょうか。 

 

８０．立坑周辺には工事用水の取り出しに必

要な埋設管がないように思われますが、

「工事用水の取水」についての考えを明示

ください。 

 

８１．第０００２号内訳表－足掛金物につい

て、 材料費のみと考えてよろしいでしょう

か。 又規格はどうでしょうか  

 

８２．第０００３号内訳表－インバート工に

ついて、圧送管の総延長は４０ｍと考えて

よろしいでしょうか。 

 

８３．第０００４号の内訳表－立坑土工につ

いて、ダンプトラック運搬（クラムシェル

テレスコピック式）の運搬距離はL=３．０

Km以下と考えてよろしいでしょうか。 

 

８４．第０００４号の内訳表－底盤工につい

て 

 高圧噴射攪拌工（二重管工法）の注入材の

名称・規格を明示願います。 

設計書に計上されている工種・数量で施

工可能と考えておりますが、現在関係機関

と協議中で計上していない工種については

別途工事を発注して対応する予定です。  

計算上不要です。  

請負者の責務によらない場合は協議の対象

とします。  

 

設計には計上していません。  

また、特に指定しません。  

 

 

 

材料費のみです。 

幅400mmでポリプロピレン防錆皮膜仕様

です。  

 

 通常のコンクリートポンプ車打設の歩掛

で積算しています。（圧送管30m以下） 

 

 

新潟市親松仮置場までの2.5km以下です。

 

 

 

 

 JG-1です。 

 

 

 



 

８５．第０００４号の内訳表－切梁・腹起し

賃料等について、No.1立坑・No.2立坑・寺

地排水路仮設護岸工・No.0立坑における山

留材賃料の供用日数をお教え願います。 

 

 

 

 

 

 

 

８６．第０００４号の内訳表－補助地盤改良

工-薬液注入について、注入材は溶液型無

機瞬結タイプと考えてよろしいでしょう

か。 

 

８７．第０００８号内訳表－仮設工－電力設

備工について、高圧受電設備の設備容量

（KW)及び設置月数をお教え願います。 

 

８８．第０００８号内訳表－仮設工－電力設

備工－照明設備について、坑内照明の内訳

に設備費は含まれないのでしょうか。 

 

８９．第０００８号内訳表－仮設工－防護施

設工について、仮囲いの供用日数をお教え

願います。 

 

９０． 仮設材運搬費について、仮設材の積算

No.1、No.2立坑とも基礎コンクリート打

設開始から人孔築造工完了までを存置期間と

して供用日数を算定しています。なお、No.1

立坑の4段目切梁は基礎コンクリート打設か

ら基礎コンクリート養生完了までを存置期間

として供用日数を算定しています。  

寺地排水路仮設護岸工は矢板圧入開始から

人孔築造工完了までを存置期間として供用日

数を算定しています。  

No.0立坑の山留材賃料は覆工板設置開始

から覆工板撤去完了までを存置期間として供

用日数を算定しています。  

溶液型無機瞬結タイプです。 

 

 

 

 

設備容量は195KWです。また、設置月数は

推進工施工期間と考えてください。 

 

 

含まれています。 

 

 

 

掘削・支保設置開始から埋戻完了までを存

置期間として供用日数を算定しています。  

 

 

 10Km以下、往復を計上しています。 



上での運搬距離の明示をお願い致します。

 又、運搬は片道でしょうか、往復でしょう

か？ 

 

９１．鋼矢板の基準価格は県単価と建設物価

のどちらを採用すればよろしいでしょう

か。 

 

９２． No 2特殊マンホールの角落としについ

て材質もしくは、製造メーカーについてご

教示願います。 

  

９３．寺地排水路改修工の切梁腹起し材料の

仕上塗装についてご教示願います。  

 

 

 

９４．立坑工（第0004号明細表）のケーソン

頂版設置撤去工の施工内訳についてご教示

願います。  

 

９５．推進工の推進機械の修理費について、

計上されていますでしょうか？  

 

９６．仮設作業ヤードの範囲について、使用

する場所はどこでしょうか？又、借地料は

発生するでしょうか。 

 

９７．施工条件総括表の1．工程関係、4．関

係機関協議（ガス、水道）において、協議

 

 

 

 

 県単価を採用しています。 

 

 

 

 材質はFFU（合成木材）です。製造メーカ

ーは特に指定していません。 

 

 

 現在、水路管理者との協議はおおむね完了

しておりますが、詳細な仕様等が確定してい

ないため当該工事の施工対象外としていま

す。協議が完了し、仕様等が確定した時点で

別途付帯工事を発注する予定です。 

見積もりで計上しています。構造について

は別添図面をご参照ください。 

 

  

機械器具損料その１の工種で計上していま

す。 

 

 別添図面を参考にしてください。借地料は

必要ありません。 

 

 

 ガス・水道の移設は不要ですが、管に近接

した作業であるため協議が必要です。 



の内容はどのようなものがあるのでしょう

か。また協議が終わり現地の実施着工はい

つ頃を想定すればよいでしょうか。 

 

９８．施工条件総括表の1．工程関係、3．施

工時間について、制限は特に無いとなって

いますが、推進工作業時の昼夜間作業はで

きるのでしょうか。また他の工種において

も残業、夜間作業が必要となった場合は残

業・夜間作業等は可能でしょうか。 

 

９９．施工条件総括表の2．用地関係、2．仮

設ヤードの指定については特に無となって

いますが、アピタ北側の新潟市公園用地は

仮設ヤード（事務所用地、残土仮置場等）

として使用可能でしょうか。 

 

１００．同じく用地関係において、両発進立

坑部の発進ヤードについては道路上及び国

土交通省用地ですが、どこまでの範囲を占

用することができるのでしょうか。西側の

農道は工事期間中通行止めになると思いま

すがよろしいでしょうか。また農地を借地

する必要が出た場合、借地は可能でしょう

か。農地転用も必要と思いますが。 

発進ヤードの仮設計画図があれば、ご提

示ください。 

 

１０１．施工条件総括表の 3．公害対策関

係、1．施工法の制限（水質）において、

 着工時期については、地元説明会や試掘及

び埋設管協議等の調整が必要ですので、特に

問題が無ければ契約日の３ヶ月後程度になる

ものと考えています。 

昼間の作業で考えています。 

また、夜間工事が必要な場合は関係機関と

の協議が必要となります。 

 

 

 

 

 事務所用地は請負者の判断に任せていま

すので、必要であれば貴社で公園管理者と

協議してください。 

残土置場は市指定の置場を使用する設計

としています。 

 

 市道及び国土交通省用地は、各管理者と事

前協議済みで作業時に使用できることとなっ

ていますので、作業ヤードは別添図面を参考

にしてください。 

西側の市道西7-31号線は通行止めで考えて

おります。 

農地の借地は必要ないものと考えています

が、借地にあたっては関係者との協議が必要

です。 

発進ヤードの仮設計画図別紙のとおりで

す。 

 新潟県条例の規制の対象になっておりませ

んが、新潟県土木工事標準仕様書を参考に関



排水基準は新潟県条例に準ずればよいでし

ょうか。 

１０２．同じく公害対策関係において、処理

後の工事排水の放流先について両発進ヤー

ド部では道路西側の水路でよいのでしょう

か。また№2到達立坑部は南側既設雨水排

水路でよいでしょうか。№０既設ケーソン

到達立坑部では指定の排水路があるのでし

ょうか。設計上の考えをご提示ください。

 

１０３．電力設備の確保について、発進立坑

部での高圧受電、№2・№0到達立坑での低

圧受電が必要になると考えますが、設計上

の考えをご提示ください。 

 

１０４．給水設備の確保について、発進立坑

部、№2・№0到達立坑それぞれの場所で給

水設備が必要になりますが、設計上の考え

をご提示ください。 

 

１０５．施工条件総括表の 3．公害対策関

係、2．家屋調査について、設計図書の数

量計算書を見ると、工作物調査面積150ｍ2

未満が2件となっていますが、外構工作物

のみで、家屋本体の調査は無しという理解

でよいのでしょうか。また、対象家屋の位

置図をご提示ください。 

 

１０６．施工条件総括表の 4．安全対策関

係、5．交通誘導員について、設計書では

係法令等に従ってください。 

 

放流先は特に指定しておりませんが、排水

先は最寄りの側溝や排水路を考えています。

 

 

 

 

 

 

推進工でしか仮設電源を使用しないため、

発進立坑の位置で高圧受電を計上していま

す。 

 

 

設計には計上していません。  

また、特に指定しません。 

 

 

 

設計段階では不要と考えており計上して

いません。  

 

 

 

 

 

  

施工条件の変化や関係機関との協議等により

交通誘導員の配置時間や人数が変わった場合



昼間勤務（交代要員有り）となっており、

数量も示されていますが、昼夜間施工とな

った場合、また道路占用協議等で数量変更

となった場合は設計変更の対象と考えれば

よいでしょうか。 

 

１０７．施工条件総括表の5．工事用道路関

係、2．一般道路の占用可能について、道

路管理者との協議となっていますが、工事

期間中の両発進立坑部の昼夜間における全

面占用および片側占用の範囲をどのように

想定すればよいでしょうか。 

また№2到達立坑部の広域農道1号線は工

事期間中、交差点より北側に昼夜間片側占

用を行なわないと工事は困難と思われます

が、どのように想定すればよいでしょう

か。 

これらの道路管理者との協議が終わり現

地の実施着工ができるのはいつ頃を想定す

ればよいでしょうか。 

 

１０８．施工条件総括表の7．発生土産業廃

棄物関係において、泥水および汚泥の処理

地の指定・処理条件等があればご提示くだ

さい。 

 

１０９．施工条件総括表の 8．工事支障物

件、1占用支障物件あり（水道、ガス）と

なっていますが、内容的にはどのような支

障でしょうか。 

は設計変更の対象とします。 

 

 

 

 

 

両発進立坑部の作業ヤードの考え方は別

添図面に示したとおりで、市道7-31号線及び

国土交通省用地については、管理者と事前協

議済みで作業時に使用できることとなってい

ます。（市道は通行止め） 

 

現在３車線あるうちの１車線を作業ヤー

ドに使用し、２車線を対面通行で確保しな

がらの施工を考えています。 

 

 

 着工時期については、地元説明会や試掘及

び埋設管協議等の調整が必要ですので、特に

問題が無ければ契約日の３ヶ月後程度になる

ものと考えています。 

処分地は新潟特殊企業（新潟市江南区丸潟

新田726-1）で積算しています。 

 

 

  

ガス・水道の移設は不要ですが、管に近接

した作業であるため協議が必要です。 

 

 



またこのことにより、工程が大きく変わ

る場合は設計変更（工期変更）となる事で

よいでしょうか。 

 

１１０．設計図書にボーリング柱状図が記載

されていますが、地質調査の概要、詳細な

ボーリング柱状図、土質データー及び最大

礫径の分かる資料をご提示ください。 

 

１１１．№0既設ケーソン立坑作業時の立坑

内水位について、到達架台設置・撤去およ

び推進工到達作業時は立坑の坑内水位はど

のような状況でしょうか、水中作業を考え

なければならないのでしょうか。また坑内

水の流速はあるのでしょうか。もしくは水

替えを行ないながらの作業となるのでしょ

うか。 ご教示ください。 

 

１１２．№2到達立坑の路面覆工について、

設計図に記載されている仮設防護柵（車

道、歩道）が設計書には計上されていませ

ん。どこに計上するのかご教示ください。

また詳細図・数量・計上項目をご提示くだ

さい。 

 

１１３．№2分水人孔寺地排水路欠損部構造

図について、この部分の設計的意図がよく

理解できません。ご教示願えますでしょう

か。 

 

 現時点では上記の原因で工期変更が行わ

れることはないものと思われますが、不測

の事態が発生するなどやむを得ず工期が延

びる場合は変更の対象とします。 

本工事の積算には詳細な土質データーは

不要と思われるため提示していませんが、

必要があれば西部地域下水道事務所で閲覧

してください。  

 

 立坑内は常時1.5mの水位があります。 

大雨時にしかケーソン内に水が流入しな

いので、梅雨時期等大雨の時期を避けて施

工すれば水中作業や水替えは必要ないもの

と考えています。 

 

 

 

 

 共通仮設費の率計上分の安全費に含まれ

るものと考えています。 

 

 

 

 

 

 矢板欠損部からの土砂の流出を防ぐため

の補強です。 

 

 

 



１１４．管きょ推進工の機械器具損料その1

について、設計書及び数量計算書からでは

詳しい内容が分かりません。詳細資料（規

格、仕様、寸法、数量）をご提示くださ

い。 

 

１１５．設計図の電子データー（ＰＤＦ版）

を早急にいただけないでしょうか。 

 

１１６．No.２分水人孔に関わる図面番号２

７／３９にはスクリーンがありますが、工

事数量総括表や工種明細表には、スクリー

ンがありません。どこに計上するのかご教

示ください。 

 

１１７．No.２分水人孔に関わる図面番号２

８／３９に鋼蓋がありますが、工事数量総

括表や工種明細表には鋼蓋がありません。

どこに計上するのかご教示ください。 

 

 

１１８．No.２分水人孔のコンクリート耐磨

耗板の材質が不明です。ご提示ください。

別添機械器具損料表を参照してくださ

い。積算にあたって別紙損料表の機械を使

用しています。  

 

 

 

 今現在、電子化に向けて検討中ですの

で、しばらくお待ちください。 

 

 現在、水路管理者との協議はおおむね完了

しておりますが、詳細な仕様等が確定してい

ないため計上しなくて結構です。協議が完了

し、仕様等が確定した時点で別途付帯工事を

発注する予定です。 

 

現在、水路管理者及び道路管理者との協議

はおおむね完了しておりますが、詳細な仕様

等が確定していないため詳細な仕様等が確定

していないため計上しなくて結構です。協議

が完了し、仕様等が確定した時点で別途付帯

工事を発注する予定でいます。 

５ｍの落差に対応した合成ゴム製の材料で

積算しています。 

 


